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令和６年度（2024 年度）第３回北海道こども施策審議会こども施策部会議事録 

日 時：令和６年(2024 年)11 月 1 日（金）10:00～11:40      

場 所：第二水産ビル３階 ３Ｓ会議室              

出席者：別添「出席者名簿」のとおり               

議 題：別添「次第」のとおり                  

 

≪開 会≫ 

 

【久保課長補佐】 

おはようございます。ただいまから第 3 回北海道こども施策審議会こども施策部会を開

催させていただきたいと思います。本日はお忙しい中、ご出席いただきましてありがとうご

ざいます。議事に入るまでの間、進行を務めさせていただきます子ども政策企画課、久保と

申します。よろしくお願いいたします。座って進めさせていただきます。それでは開会にあ

たりまして、子ども政策局局長の森から一言ご挨拶を申し上げます。 

 

【森子ども政策局長】 

皆さんおはようございます。子ども政策局長の森でございます。委員の皆様には大変お忙

しい中、また、ちょうど雨も降ってまいりまして、お足元の悪い中、ご出席を賜りまして、

心からお礼を申し上げます。本当にありがとうございます。 

前回の部会では、道が策定を目指しております、新たな条例や計画の大枠となる骨子案に

ついて、委員の皆様から貴重なご意見をいただきました。改めて感謝申し上げます。 

本日は、皆様からご意見をいただきました点を踏まえまして、具体的な内容を盛り込んだ

素案のたたき台についてのご審議をお願いいたします。 

本日ご審議いただく内容は、条例と計画の原案策定に向けた検討を進める上で大変重要

なものとなりますことから、委員の皆様方にはそれぞれのお立場から、忌憚のないご意見を

いただきますようお願いし、簡単ではございますが、開会の挨拶とさせていただきます。本

日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

≪委員紹介≫ 

 

【久保課長補佐】 

本日の部会については、本年度第 3 回目の開催となりますが、前回の開催後、１名の委員

の方が交代されておりますので、お知らせさせていただきます。日本労働組合総連合会北海
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道連合会の菊地貴子委員でございます。 

 

【菊地委員】 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

≪部会成立宣言≫ 

 

【久保課長補佐】 

本日、2 名の方にご欠席の連絡を事前にいただいておりましたが、急遽、梅田委員の方か

らも本日出席が叶わないとのことでご連絡をいただいております。3 名の欠席となっており

ます。また、高木委員につきましては所用により、若干遅れて到着されるとのご連絡をいた

だいておりますので、ご報告いたします。 

現時点で部会委員総数 9 名のうち、高木委員を含めて 6 名の出席をいただいております

ことから、北海道こども施策審議会こども施策部会設置要綱第５条の規定に基づき、本部会

が成立していることをご報告申し上げます。 

欠席については、髙橋委員と山下委員の２名となっております。事務局、オブザーバーの

参加につきましては、お手元にあります事務局等出席者名簿でご確認をお願いしたいと思

います。 

ここで、配付資料の確認をさせていただきます。本日の資料でございますが、「会議次第」、

「出席者名簿」、審議事項等の資料といたしまして、次第の下にありますが、資料 1「(仮称)

北海道こども基本条例素案たたき台の概要」、資料 2 といたしまして、「（仮称）北海道こど

も基本条例素案たたき台」、資料 3「（仮称）北海道こども計画素案たたき台」、参考資料１

といたしまして、「関係部会におけるこども基本条例素案たたき台へのご意見」、参考資料 2

としまして、「関係部会における計画素案たたき台へのご意見」となっております。お手元

に不足等ございますでしょうか。 

続きまして、本日の会議ですが、概ね 12 時の終了を予定しております。それではこれ以

降の議事進行につきましては、川田部会長にお願いいたしたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 

≪審議事項≫ 

 

【川田部会長】 

改めまして、おはようございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは早速ですが、審議事項 1、「（仮称）北海道こども基本条例素案たたき台について」
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事務局から説明をお願いいたします。 

 

【久保課長補佐】 

改めまして、子ども政策企画課の久保でございます。私の方から条例の素案たたき台につ

いてご説明させていただきたいと思います。 

前回の会議でご説明させていただきました、（仮称）北海道こども基本条例について、今

般、素案たたき台を取りまとめましたので、資料 1 の「概要版」により説明させていただき

ます。 

道では、こども施策を社会全体で総合的かつ強力に推進し、本道の全てのこども・若者が

幸福に生活を送ることができる社会を実現するため、昨年 4 月に施行されたこども基本法

の趣旨を踏まえつつ、道のこれまでの条例や施策のほか、他県の条例を勘案し、先般、骨子

案を策定し、その後、審議会各部会での審議や道議会でのご議論をいただきながら、今般、

素案のたたき台を取りまとめたところでございます。 

条例の構成等についてですが、総則といたしまして、基本理念や道、保護者等の責務・役

割などを規定するほか、基本的施策として、こども施策に対するこども等の意見の反映や、

こどもの社会参加の促進、こどもの権利の周知・擁護、こどもの居場所づくりなどについて

規定した上で、本年 4 月に施行した北海道こども施策審議会条例を統合することとしたい

と考えているところでございます。 

具体的な内容についてでございますが、まず 1 の総則の 1 目的では、こどもの施策の推

進に関し、基本理念を定め、道の責務や保護者等の役割を明らかにするとともに、道の施策

の基本となる事項を定めることにより、社会全体でこども施策を総合的かつ計画的に推進

し、こどもが将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実現を目指すことを規

定したいと考えているところでございます。 

次に定義についてですが、こども基本法と同様に、こどもについては、「心身の発達の過

程にあるもの」こども施策については、「こどもに関する施策及びこれと一体的に講ずる施

策」と定義するとともに、条例には保護者や学校、児童、福祉施設などを含めた、学校関係

者等、こども・子育て支援団等についても、それぞれ定義したいと考えているところでござ

います。 

次に「３ 基本理念」についてですが、①から④番目については、こども基本法と同様に

こどもの権利条約の 4 原則である「差別の禁止」、「生命、生存及び発達に対する権利」、「意

見の尊重」、「最善の利益」の趣旨を踏まえ、規定したいと考えているところでございます。

また、⑤については法の規定にはありませんが、道の条例では、国や市町村のほか、次の 4

で役割を規定する保護者、学校関係者と事業者、こども・子育て支援団体と道民が相互に連

携協力して、社会全体でこどもを支えるための取組を推進することを規定したいと考えて

いるところでございます。 

次に「4 責務・役割」についてでございますが、道の責務のほか、社会全体でこどもを
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支えるため、先ほどご説明いたしました、保護者や学校関係者とこどもに関わる関係者の役

割について、規定したいと考えているところでございます。 

次に「5 市町村との連携協力」についてでございます。道におけるこども施策の実施、

推進に当たっては、市町村との連携が不可欠であることから、こうした内容について規定し

たいと考えているところでございます。 

次に、「Ⅱ 基本的施策」についてでございますが、まず、こども計画について、こども基

本法では、都道府県にこども施策を推進するための計画策定を求めており、後ほどご説明さ

せていただきます、北海道こども計画を策定することを条例に規定したいと考えていると

ころでございます。 

次に、「こども施策に対するこども等の意見の反映」についてでございますが、道は、こ

ども施策の策定等に当たり、こども等の意見を反映するため、意見の聴取、その他の必要な

措置を講ずることを規定したいと考えているところでございます。 

次に、「こどもの社会参加促進」についてです。道は、こどもは社会の一員として尊重さ

れ、年齢及び発達の程度に応じて、社会的活動に参画できる環境の整備について規定したい

と考えております。 

次に、「推進体制の整備」についてでございますが、国や市町村、先ほどご説明いたしま

した 4 で役割を規定しました保護者等との連携の強化に努め、医療、保健、福祉、教育、療

育などに関するこども施策が適切に行われるよう、社会全体でこどもを支える取組の推進

に必要な体制を整備することを規定しているところでございます。 

次に、「こどもの権利の周知・擁護」についてでございますが、この条例やこども基本法

の趣旨や内容について道民に周知を図ること、こどもが自らの権利について認識し、他者を

尊重することができること、いじめや虐待などの権利侵害などが解消されるよう、こどもま

たは保護者等からの相談に対応する支援体制の充実に努めることなどを条文に規定したい

と考えているところでございます。 

次に、「こどもの居場所づくり」についてでございます。令和５年 12 月に国が示した「こ

どもの居場所づくりに関する指針」の趣旨を踏まえ、こどもが地域において、安全で安心し

て自分らしく過ごすことができる多様な居場所づくりの推進について規定したいと考えて

いるところでございます。 

次に、「財政上の措置」についてになりますが、道の他の条例と同様に、必要な財政上の

措置を講ずるよう努めることを規定したいと考えているところでございます。 

「Ⅲ 北海道こども施策審議会」については、本年４月に施行いたしました、北海道こど

も施策審議会条例について、本条例に統合したいと考えているところでございます。 

最後になりますが、今後のスケジュールについてでございます。本素案のたたき台を各部

会でご審議いただいき、適宜必要な修正などを行った上、素案として取りまとめ、11 月下

旬の令和 6 年第 4 回定例道議会に報告いたしまして、道議会でのご議論を経まして、12 月

にはパブリックコメントの実施を行ってまいりたいと考えているところでございます。 
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条例につきましては以上となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

【川田部会長】 

説明ありがとうございました。では、ただいまの説明内容につきまして、ご質問等ござい

ませんでしょうか。高木委員。よろしくお願いいたします。来られたばっかりで状況がわか

らないかもしれないですけれども、（仮称）北海道こども基本条例素案たたき台をご説明い

ただいたところです。お手元の資料だと、たたき台の概要と素案ですね。そちらを見ていた

だきながら、ご意見いただけたらと思います。いかがでしょうか。 

皆さんに考えていただいている間、私からよろしいでしょうか。一つは基本理念の⑤。道

として独自に立てられたということを先ほどおっしゃっていましたけれど、その意図につ

いて少し説明していただくことはできますでしょうか。 

 

 

【久保課長補佐】 

 道といたしまして、こどもを社会全体で支えることが条例を推進していく上でも、こども

まんなか社会の実現を目指すためにも、必要だと考えて規定しているところでございます。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

補足をさせていただければと思います。子ども政策企画課課長の工藤でございます。よろ

しくお願いいたします。今回、こういう条例をつくって北海道として、こどもまんなか社会

の実現に向けて取り組んでいこうということを考えているところでございまして、説明で

は省略させていただきましたけど、2 の「定義」にも、実は法律では「こども」や「こども

施策」という分野については定義があるんですが、北海道としては、これに加えて保護者や、

学校関係者、また、こども・子育て支援団体等、幅広い、様々な道で暮らす関係の皆様とと

もに、取組を進めていく。こうしたことが、こどもまんなか社会の実現には必要だろうと考

えてございます。 

こうしたことから、定義も北海道として盛り込んだところを踏まえ、この条例の基本理念

として、これも法律にはございませんけれども、国、道、市町村、保護者、こどもに関係す

る様々な関係者が相互理解をして、みんなで北海道のこどもまんなか社会をつくっていき

たいという気持ちを込めて、今回この⑤という形で基本理念を規定させていただきたいと

考えているところでございます。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございました。まず、条例となりますと、記述は抽象的でありますので、具体

的なところはどうかというところは計画の方の話になるのでしょう。ちなみに、条例の素案

たたき台意見というのが参考資料１ということで出ています。たくさん意見がありますけ
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れども、もし、事務局の方でこのあたりはいろいろ検討したんだというところがもしあれば

共有していただけるとありがたいです。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

ありがとうございます。先ほど事務局担当の方からご説明させていただきましたけども、

この条例、計画につきましては、今回、各部会でご議論をいただいてございまして、様々な

ご意見いただいてございます。我々としては、いただいたご意見を真摯に検討してございま

すけれども、ちょっと現段階では道としての考え、対応はまとまりきれていないというとこ

ろもございまして、後日になりますけれども、改めまして、いただいたご意見に対する道と

しての考え方というものを示させていただければと思ってございます。 

 

【川田部会長】 

なるほど。このご意見については、まだたたき台に反映できていないという形ですね。い

ただいた意見、障がい児支援と人材育成のところが非常に多いようですので、大事な視点が

出てくるのではないかなという気もします。よろしくお願いします。いかがでしょうか。明

石委員お願いします。 

 

【明石委員】 

株式会社 MamaLady の明石です。よろしくお願いします。質問もいいでしょうか。こど

もが将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実現を目指すっていうことが目

的で、定義が「こども」と「こども施策」と「保護者」、「学校関係者等」、「こども・子育て

支援団体等」っていうところがあろうかと思うんですけれども、こどもが幸福な生活を送る

っていうところの中に、必ず地域の皆様との関わりとか、親とかではない皆様との関わりっ

ていうことが必要かなと思って子育てをしているんですが、そういった方の存在っていう

のはどこかに含まれているのかわからなかったので、教えていただきたいです。よろしいで

しょうか。 

 

【久保課長補佐】 

ご質問ありがとうございます。こどもが幸福に成長するためには、ご質問のありましたと

おり、地域社会みんなで育てていくことが重要だと思っております。定義の中で、「保護者」、

「学校関係者等」と規定させていただいていますが、そのほかに道民の役割といたしまして

も規定しておりまして、その中で、地域の皆様も含めて、条例の趣旨等を踏まえて、このよ

うな形に整理して進めていけたらと思っております。 

 

【明石委員】 

ありがとうございます。地域の皆様や子育てを取り巻く周りの関係者の皆様っていうの
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は、この道民というところに含まれるという理解ですね。ありがとうございます。理解しま

した。 

 

【森子ども政策局長】 

補足しますと、先ほどの基本理念のところの⑤が道のオリジナルですというふうにご説

明しましたけれども、まさにここが、「社会全体でこどもを支えるんだ」ということを私ど

もとしては掲げさせていただいて、そのあたりに今、明石委員がお話になった、地域の方々

を含めてというふうに思っております。こども基本法はここの項目が、こどもの養育につい

ては家庭を基本として行うということを掲げているんですけれど、これは、一方で家庭養育

の原則というのは、子どもの権利条約にも入っておりますし、児童福祉法その他諸々でも言

っているんですけれども、そこは大原則ということがございますので、私どもとしては、そ

の社会全体でこどもを育てていくということを掲げたいと思い、このように規定させてい

ただいています。 

 

【明石委員】 

ありがとうございます。 

 

【川田部会長】 

そのほかいかがでしょうか。高木委員、ご挨拶も含めて。 

 

【高木委員】 

北海道大学の３年生の高木と申します。すいません。今日遅刻しまって。1 限目呼吸器の

テスト受けていました。急いで解いてきました。 

 前回の会議であったかもしれないですけど、この条例は今まであった条例を改正するん

ですか。それとも、今までの条例でカバーできなかった範囲をカバーするための条例なので

しょうか。その辺が気になりました。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

ありがとうございます。少し経過的なものをご説明させていただきます。北海道では、全

国的にもそうなんですが、少子化問題というのが全国を上回るスピードで進んでいたとい

うこともございまして、少子化対策を強力に進めようということで、平成 16 年に少子化に

対する取組を進めようという条例をつくりました。この条例の下、道としては、施策に取り

組んできたところでございますけれども、令和５年４月に国では、こども基本法という法律

ができました。こども基本法というのは、少子化対策というよりは、こどもの権利を保障し

ていこうという趣旨の法律でございまして、こどもたちの意見を聴きながら施策に反映し

ていくことが必要ですとか、その権利を守っていこうという法律ができましたので、それま
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で道として推進してきました少子化の条例ということでは、なかなか読み切れない。その範

囲が広いということになりましたので、これまでの少子化条例を改正するというのも選択

肢ではあったんですけれども、改正ではなく、新たにこども基本法を踏まえて、こどもの権

利を保障するということで、北海道として、こどもまんなか社会の実現をしていこうという

ことで今回の条例を制定したく、検討を進めているということになります。 

大雑把な説明で申し訳ないです。このような形になりますが、よろしいでしょうか。 

 

【高木委員】 

ありがとうございます。この条例を理解するために、まずこども基本法を僕が勉強しない

といけないなと思いました。ありがとうございます。 

 

【川田部会長】 

 ありがとうございます。すごく基本的なところの確認、とても大事なところだと思います。

菊地委員も今回初めていらっしゃって、これまでの経過などわからないところもあるかと

思いますが、率直な感想はいかがでしょうか。 

 

【菊地委員】 

私も勉強させていただきながら、この委員を務めさせていただきたいなと思っていると

ころなんですけれども、今日、出席するに当たって、前回、８月の議事録を読ませていただ

きました。それで条例の素案のたたき台 2 枚目の裏、15 番の「こどもの権利の周知・擁護」

っていうところについて、（３）「相談に対応する機関などの適切な周知及び普及啓発や」と

いうところがあったかと思うんですけれども、ここについて様々な意見が出ていたように

お見受けいたしました。前回の議論を受けて、具体的にどうこうっていうのは条例の中には

盛り込まれないところなのかなとは思うんですけれども、それに当たってですね、この概要、

「２ 基本的施策」の５番目、こことリンクすることになるのかなと思うんですけれども、

３か所あるのですが、どれも語尾が「努める」となっているんですね。「努める」っていう

のは、言ってみれば「やってみたよ」ぐらいの感じでも「努めた」というふうになるのかな

と思いますので、この辺りの語尾をもう少し具体的に進めるっていうようなことが見える

ような、例えばですけど、三つ目の「支援体制の充実に努める」であれば、「支援体制を構

築する」みたいに、もう少し具体的な言葉になる方がいいのかなというふうに感じたところ

です。今日初めてなので、どんなことを話していいかわからないところもあるんですけれど

も、ちょっと感じたことを言わせていただきました。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございます。いかがでしょうか。 
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【工藤子ども政策企画課長】 

ありがとうございます。今、委員おっしゃっていただいたように、前回の会議でも、この

権利というところは非常にご議論をたくさんいただいたところでございます。我々として

もそのご意見を踏まえて様々な検討をしているところでございまして、それぞれ取組とい

うのは考えていくところにはなるんですけれども、条例の書きぶりでは、一般的な書き方と

いうのがあるものですから、なかなか、わかりやすい文章的なものを書くのは難しいところ

もあるんですけれども、一方で、後ほどご説明させていただきます計画自体にも同じような

ものが入っていますので、どちらかといいますと、より具体的なのは計画の方で記載させて

いただくということになろうかと思います。条例としては、道としての姿勢というものを書

かせていただいて、より具体的なものは計画というようなものになると思っています。 

 

【川田部会長】 

よろしいですか。 

 

【菊地委員】 

 はい。 

 

【川田部会長】 

私からも一ついいでしょうか。たたき台の本体、資料 2 ですね。7 番ですけども、3 の「基

本理念」から「道の責務」、「保護者の役割」7 番の「事業者の役割」っていうのがありまし

て、他のものからすると、若干そのニュアンスが違う感じがあると思うんですよね。事業者

っていうのは、「その雇用する労働者の職業生活及び家庭生活の充実が図られるよう」とい

うことで、それ以外は基本的にこどもに対する直接的なものなっているわけですが、この中

の事業者っていうのは、つまり、いわゆるこどもたちの保護者が勤めている会社などが想定

されるという理解でよろしいでしょうか。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

はい。ありがとうございます。おっしゃる通りでございまして、これまでの少子化対策も

そうですけれども、こどもに関係する、保護者の就労・雇用環境というものも、子育て、こ

どもに関係する中では非常に重要な要素を占めるのかなと思ってございますので、そうし

た中で、事業者の方々の役割というものも認識していただいて、取組を一緒にやっていただ

く必要があろうかと思っています。 

 

【川田部会長】 

そこはつまり、いろいろな中身を含みそうな感じがしているんですけれども、保護者もそ

うなんですけれども、これも前回、親会の方だったかもしれませんけども、学校の先生とか
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保育士さんとか、そういった方々、こどもに直接関わる方々の生活にゆとりがあって安定し

てこないと、こどもへの良いかかわりができないと思うんですよね。だから、そういうとこ

ろまで含めて、考えての事業者なのか、それとも、これはいわゆる保護者なのかという辺り

はどうでしょうか。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

前回の審議会の中で、実際にこどもに関わって勤務されている保育士の方ですとか、そう

いう方の勤務環境という整備も重要だというご意見をいただいてございました。 

今回、定義をさせていただいた中では、この事業者の役割としてもなりますし、どちらか

というと学校関係者等の役割になろうかと思いますけれど、こういうところで勤務されて

いる職員の方々の環境、勤務環境の整備、雇用環境の整備などについても、取り組んでいた

だきたいという気持ちはございます。こういう定義をした上で、実際にどういう働きかけを

していくのかというところは今後、検討していきたいと思っております。 

 

【川田部会長】 

事業者が整備を努めるものの対象は労働者という非常に広い抽象的な表現だと思います

ので、いろいろなものが入ってくるんだろうなと思いまして、伺いました。そのほかはいか

がでしょうか。よろしいですか。 

それでは、条例の素案たたき台につきましては、以上ということで、続きまして、審議事

項（２）にいきたいと思います。「（仮称）北海道こども計画素案たたき台について」事務局

から説明をお願いいたします。 

 

【久保課長補佐】 

私の方から「（仮称）北海道こども計画素案たたき台について」ご説明させていただきま

す。お手元の資料３になります。大冊になっておりますが、よろしくお願いいたします。は

じめに３枚ほどめくっていただきまして、ページ数で言いますと、１ページ目になります。 

「第 1 計画の基本事項」、「1 計画策定の趣旨」についてでございます。道では、豊かな

自然環境など北海道の特性を生かしながら、社会全体で出産や子育て、こどもの成長をしっ

かりと支えることができる社会を目指し、平成 16 年 10 月に全国に先駆けて、北海道子ど

もの未来づくりのための少子化対策推進条例を制定しております。 

平成 17 年度には本条例に基づき、北の大地・こども未来づくり北海道計画を策定し、こ

どもを産み育てやすい社会の実現に向け、様々な取組を進めてきたところでございます。 

また、平成 20 年度には北海道青少年健全育成条例に基づき、北海道青少年健全育成基本

計画を策定し、青少年が心身ともに健やかに成長できる社会の実現に向けて、取組を進めて

きたところでございます。 

さらに、平成 27 年度には、子どもの貧困対策の推進に関する法律に基づきまして、北海
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道子どもの貧困対策推進計画を策定し、本道の全てのこどもが置かれている環境等にかか

わらず、夢と希望を持って成長できる地域社会の実現に向けて様々な取組を行ってきたと

ころでございます。 

こうした中、国では、こどもの権利保障等を基本理念とする、こども基本法を令和５年４

月に施行し、12 月にはこども施策の基本的な方針や重要事項を一元的に定めた、こども大

綱を策定したところでございます。 

道におきましても、こども基本法を踏まえた、先ほどご説明いたしました（仮称）北海道

こども基本条例の検討を進めるとともに、道の今後５年間の総合的なこども施策や目標を

定める北海道こども計画を策定することとして、検討を進めてきたところでございます。 

なお、本計画については、こども大綱を勘案し、北の大地・子ども未来づくり北海道計画、

青少年健全育成基本計画、子どもの貧困対策推進計画を統合し、策定することとしています。 

2 ページ目になります。「計画の目指す姿」になりますが、道では、これまでも、こども

基本法の施行を踏まえて、こども向けパブリックコメントなど、こども若者の意見を道政に

反映する取組を実施してきたところでございます。 

北海道こども基本条例の制定に向けた議論を進めるなど、大人中心の社会から、こどもま

んなか社会へと変えていくための取組を行ってきたところでございまして、こどもまんな

か社会の実現に向けて、今後５年間のこども施策の目標や具体的取組を定め、こどもや若者、

子育て世帯への切れ目のない支援を総合的かつ計画的に実施することとしているところで

ございます。 

３ページ目をご覧ください。「計画の位置付け」としまして、子ども・若者育成支援推進

法の都道府県子ども・若者計画や、子ども・子育て支援法の子ども・子育て支援事業支援計

画など関連する九つの計画の内容を本計画の中に盛り込み、策定を進めているところでご

ざいます。 

次の４ページ目には、SDGs や道が策定する他の計画との関連や、計画期間を令和 7 年度

から令和 11 年度までの５年間とすることについて記載しております。 

５ページ目になります。５ページ目からは第２といたしまして、「こどもを取り巻く現状」

について記載しております。「1 少子化の現状や要因」のほか、最初の方の目次に戻ってい

ただきまして、ページ中ほどに記載しております、「青少年を取り巻く環境の現状と課題」、

「こどもの貧困の現状と課題」、「社会的養護の状況」、「ヤングケアラーの現状と課題」、「児

童虐待相談対応件数の状況」、「道民の意識とニーズ」と 31 ページまで記載しているところ

でございます。内容につきましては、後ほどご確認いただければと思います。 

次に 32 ページをご覧ください。「第３ これまでの計画に基づく取組と評価」について

でございます。取組全体の評価といたしましては、第４期少子化対策計画、第２次青少年計

画、第２期貧困対策計画では、それぞれ施策や事業を総動員し、官民一体となった取組を総

合的に推進してきたところでございます。計画の推進に当たりましては、毎年の推進状況を

把握し、本審議会等で課題や問題について、ご意見をいただきながら、着実に推進してきた
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ところでございます。取組に遅れが見られる事案もあるものの、多くの事業では、各計画通

りに推進してきたところであります。しかし、個々人の結婚や出産、子育ての希望の実現を

阻む様々な要因が複雑に絡み合い、合計特殊出生率は全国平均を下回り、本道の少子化の流

れを変えるに至っていないことから、引き続き、こどもや若者の支援に取り組んでいく必要

があり、少子化対策計画など三つの計画について、十分に点検評価を行い、各施策の効果的

かつ効率的な実施を検討するとともに、国の動向も踏まえ、道における教育分野や人口減少

対策などの取組とも連動しながら、総合的かつ計画的にこの施策を推進する必要があると

しております。 

33 ページ目からは第４期少子化対策計画、48 ページからは、第２次青少年計画、19 ペー

ジからは、第２期貧困計画のこれまでの評価について記載しております。各評価につきまし

て、子どもの未来づくり推進計画の評価につきましては、前回の部会でもご説明させていた

だいたところでございます。 

ページ飛びまして、69 ページをご覧ください。「第 4 こども計画の策定の考え方」にな

ります。「１ 計画の基本的な対応方向」についてでございますが、これまでの計画の評価

や国におけるこども基本法の施行、こども未来戦略に基づく、こども・子育ての抜本的強化、

こども子育て政策に関する基本的な方針や施策を踏まえて計画の目標を定めるとともに、

こども大綱に示された六つの基本方針に沿って、具体的取組を設定してまいりたいと思っ

ております。 

「２ 計画の目標」といたしまして、計画の目指す姿であるこどもまんなか社会を実施す

る、こどもを含む全ての道民にわかりやすい目標を設定し、取り組むことが重要と考えてお

り、庁内や関係機関との連携の下、計画に盛り込んだ様々な取組や指標の達成状況の評価を

通じ、目標の実現を図っていくこととしているところでございます。 

次に、「計画の基本目標」になりますが、「こども若者が個人として尊重され、自分らしく

幸せに成長できる地域社会の実現」、「こどもを産み育てたいと考える個人の希望が叶えら

れる地域社会の実現」この二つを基本的目標に掲げ、各般の施策を進めていくこととしてい

るところでございます。この基本目標を達成するため、本計画期間である令和７年度から令

和 11 年度において、「こども若者が個人として尊重され、自分らしく幸せに成長できる地

域社会の実現」では、「こどもまんなか社会に向かっていると思う人の割合」や、「こども政

策に関して自身の意見を聞いてもらえていると思う人の割合」、「こども基本法に定められ

たこどもの権利について知っているこども若者の割合」の増加を目指すとともに、「こども

を産み育てたいと考える個人の希望が叶えられる地域社会実現」では、安心してこどもを産

み育てられる環境の向上を図るとともに、出生率を全国平均まで引き上げることを目標と

して設定したいと考えているところでございます。 

また、都道府県子ども・子育て支援事業支援計画に定める事項とされている都道府県設定

区域や各年度における教育・保育の量の見込みなどのほか、都道府県社会的養護推進計画に

定めることとされている各種指標等を設定していきたいと考えているところでございます。 
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資料 73 ページになります。「3 目標達成に向けた基本的方針」、六つの基本的な方針に

なっていますが、六つの基本的な方針を定めて、重点的に施策を推進することとしておりま

して、資料の真ん中になりますが「（1）こども若者を権利の主体として認識し、こども若者

の今とこれからの最善の利益を図る」では、主な施策といたしまして、北海道こども基本条

例について、こどもや若者を含む全ての道民に正しく理解されるよう、周知、啓発、学習機

会の確保などを盛り込みたいと考えているところでございます。 

次の「（２）こども若者、子育て当事者の視点を尊重し、その意見を聴き対話しながら共

に進めていく」では、全道のこども若者から幅広く意見を聴き、道政へ反映されるように取

り組むことや、こども施策審議会にこども若者委員の参画を促進し、道政にこども若者の意

見が反映されるように取り組むことなどを盛り込みたいと考えているところでございます。 

続きまして 77 ページになります。「（３）こどもや若者、子育て当事者のライフステージ

に応じて切れ目なく対応し、十分に支援する」でございますが、地域全体で子育て世帯を応

援する気運の醸成といたしまして、本資料の表紙にもあります、こどもまんなか社会の実現

のためのシンボルマークになっております「こもりん」を活用した、こどもまんなかアクシ

ョンの取組を推進することとしております。また、ページちょっと飛びますが 81 ページの

の真ん中ほどになりますが、「こどもの誕生前から幼児期までの成長と遊びの充実」の取組

といたしまして、保育士の届出制度を広く周知し、潜在保育士の就職に向けた支援を行うと

ともに、新たな保育の担い手を増やすため、保育士保育現場の魅力発信等を推進することな

どを盛り込みたいと考えているところでございます。 

次に 94 ページになります。「（４）良好な成育環境を確保し、貧困と格差の解消を図り、

全てのこども・若者が幸せな状態で成長できるようにする」につきましては、こどもが孤立

することなく、安心して暮らしていけるよう、各種支援につなげていくことが重要であるこ

とから、相談支援を充実し、教育、生活の安定、保護者の就労及び経済的支援に取り組むこ

と、予期せぬ妊娠等により悩みや不安を抱える若年妊婦等への支援、少し飛びますが、120

ページでは、ヤングケアラーへの理解を広げるため、毎年 11 月、本日からになりますが、

ヤングケアラー支援推進月間としまして、重点的な周知啓発に取り組むことなどを盛り込

みたいと考えているところでございます。 

次に 124 ページになります。「若い世代の生活基盤の安定を図るとともに多様な価値観・

考え方を前提として若い世代の視点に立って結婚、子育てに関する希望の形成と実現を阻

む隘路の打破に取り組む」では、高等教育の修学支援や、地域の基幹産業である農林水産業

への就労を促進するため、担い手の育成や確保を図るとともに、一次産業の活性化、安定化

を図ること。また、ひきこもり成年相談支援センターにおける相談や研修会・相談会を開催

し、支援機関と連携を図り、ネットワークの構築を図ることなどを盛り込みたいと考えてい

るところでございます。ひきこもりについては、126 ページになります。 

次に 128 ページの「（６）施策の総合性を確保するとともに、関係部局、市町村、民間団

体等との連携を重視する」につきましては、振興局ごとに設置した少子化対策圏域協議会に
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おいて、地域の課題把握や優良な取組を収集、地域にあった対策など市町村支援に取り組む

ことなどについて、盛り込みたいと考えているところでございます。 

2 ページほどめくっていただきまして、131 ページになります。「第 5 計画推進のための

取組と指標の設定」についてでございますが、こども施策はこどもの健やかな成長や、妊娠・

出産・子育てなどに対する支援のほか、教育・経済・雇用・地域医療・福祉など幅広い施策

が含まれており、先ほどご説明いたしました六つの基本的な方針を中心に「ライフステージ

を通して」のほか、「こどもの誕生前から幼児期まで」、「学童期・思春期」、「青年期」の三

つのライフステージを合わせて４ステージを設定し、こども施策や事業を総動員し、官民一

体となった取組を総合的かつ計画的に推進していくこととしております。 

次の 132 ページ及び 133 ページにつきましては、六つの基本的な方針ごとに具体的な取

組を取りまとめた表となっています。少し進みますが、4 ページほどめくっていただきまし

て、141 ページになります。このページからは、先ほどご説明いたしました「ライフステー

ジを通して」などの４つのステージに対応した取組について、それぞれ整理した表となって

おります。 

若干戻っていただきますが、136 ページになります。136 ページ以降が、これまで少子化

対策計画や青少年健全計画、貧困計画に記載しておりました指標や、新たな指標について掲

載しております。新たな項目といたしましては、これまで少子化対策計画において、子育て

世代包括支援センターの設置市町村数を掲載しておりましたが、本計画からは、「こども家

庭センターの市町村数」に変更したことや、「障がい児支援に関する児童発達支援センター

又は市町村中核こども発達支援センターの設置数」などについて盛り込みたいと考えてい

るところでございます。 

144 ページ「第６ 計画の推進」になります。道の推進体制といたしまして、知事を本部

長とする北海道こども政策推進本部を設置し、全庁を挙げてこども施策を推進していくこ

ととしているところでございます。 

なお、地域においては先ほど取組の中でもご説明いたしましたが、振興局ごとに設置して

いる少子化対策圏域協議会において、情報交換や検討・協議を行うとともに、全道連絡会議

などを通じて、関係機関と提携した取組を進めてまいりたいと考えております。 

また、北海道こども施策審議会を設置し、こども施策の推進に関する重要事項をご審議い

ただくとともに、計画の推進状況や施策等の評価などについてご意見をいただき、事業の進

め方などに反映していきたいと考えているところでございます。 

次に、計画の点検評価 145 ページになります。毎年度、点検評価を実施することといた

しており、各年度の取組や事業指標の達成状況などについて、道民にわかりやすい内容とな

るよう努めるとともに、道民の意識やニーズ変化等を的確に把握するため、必要に応じて調

査を行うこととしております。 

また、計画の策定、実行、評価、改善の PDCA サイクルにより、施策の内容や取組方法

等の不断の見直しを行うこととしております。 
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続きまして、次のページ 146 ページ以降につきましては、「第７ 別表」といたしまして、

市町村別の教育・保育量の見込みなどの掲載を考えているほか、第８としまして、「用語の

解説編」や人口推移などの「各種データ」や関連する法令を掲載する予定としているところ

でございます。 

以上が足早になってしまいましたが、計画の素案たたき台の内容についてのご説明とさ

せていただきたいと思います。また、本計画につきましては、ただいまの（仮称）北海道こ

ども計画としておりますが、こども基本法における都道府県こども計画として策定を進め

ているところでして、名称は、北海道こども計画としていきたいと考えており、併せてご審

議をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

【川田部会長】 

説明ありがとうございました。それでは、（仮称）北海道こども計画素案たたき台につき

まして、いかがでしょうか。皆さん考えていただいている間に私から一つあるんですけれど

も、ちょっと聞き漏らしたかもしれないんですが、先ほどの条例の中にはこどもの定義があ

りますが、この計画の方、若者というのが入ってくるんですが、若者の定義はどういった形

になるのでしょうか。 

 

【久保課長補佐】 

本計画策定に当たりまして、こども大綱を勘案して策定することとしております。条例の

方は、こどもについて定義させていただいておりますが、計画の方は、こども大綱を踏まえ

て若者という表現で整理させていただいているところです。 

 

【川田部会長】 

そうすると、こどもの方が心身の発達の過程で、成長発達過程にあると曖昧な形になって

いるんですけれども、実際、各施策の対象となる若者というのがどういう人たちになってく

るのかという辺りが、少し具体的な方が良いのではないかという気がするんでどうでしょ

うか。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

ありがとうございます。川田部会長がおっしゃっていただいた通り、これまでの法律、児

童福祉法では、児童が 18 歳未満ですね。年齢で区切っていたところなんですけれども、昨

年４月に施行されたこども基本法では、こどもとは発達の過程にある者ということで、何歳

までがこどもですよというような明確な区別はしていないということを踏まえて、条例で

も同じようにこどもというものは法律を踏まえて、発達の過程にある者という定義をさせ

ていただきました。 

一方で、今回合わせて策定をしようとしています、このこども計画については、こども大
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綱を勘案して作成をしてございます。こども基本法でもこどもという定義しかないんです

が、国のこども大綱ではこども若者という記載がございます。この若者という文言でどこま

でが対象なのかというところが、それぞれの施策によって、変わってくるということがござ

いまして、道としても明確に若者というのが何歳までということが、それぞれ施策によって

異なってくるだろうと思ってございまして、そこは国もそうなんですが、明確に定義はして

いないところなんですけれども、道としても、計画の中では「こども若者」という言い方を

させていただいた中で、それぞれ施策に即した年齢層で対応していくということを考えて

ございます。 

 

【川田部会長】 

ありがとうございました。つまり、施策のそれぞれによって対象となる年齢の幅や対象者

になる人はかなり幅があるので、それを制約しないように厳密な定義を行わないで「若者」

という大くくりとしておくということですね。個別具体の施策においては、対象となる方が

どういう方なのかということは、示していくということですね。わかりました。 

皆さん、いかがでしょうか。皆さんから出ないと私が聞いてしまうんですけれども、すみ

ません。 

具体的なところで申し上げると69ページからの目標のいくつか観点が出されております

けれども、これらの例えば、「と思う人の割合」とか、「こども若者の割合」、「こどもの割合」

というふうにそれぞれあるんですけど、「こども基本法について知っているこどもの割合」

っていうのがある。もちろん、こどもたちにも知っていただきたいということなんだけれど

も、何しろやっぱり大人がわかっていないといけない。特に幼いこどもたちになればなるほ

ど、くみ取ってもらわなければ、こどもたちの声が聞こえないということがありますので、

計画の基本目標について、この認知度ですね、こども基本法の認知度については、大人の認

知度の割合もぜひ取っていただきたいと思うのですが、そのあたりいかがでしょうか。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

ありがとうございます。川田部会長のおっしゃる通りでございまして、条例でも、道民の

責務・役割ですとか、要はこども大人かかわらず、道民になったので、こどもまんなか社会

をつくっていこうという観点がありますので、おっしゃっていただいた大人も含めた指標

というものは、非常に重要な視点かなと考えてございます。どのように書き込めるかは検討

させていただければと思ってございます。ありがとうございます。 

 

【菊地委員】 

 関連して。 

 

 



- 17 - 

 

【川田部会長】 

はい。お願いします。 

 

【菊地委員】 

私も今回、立場は教職員組合で出ておりますけれども実際、中学校の教員です。教員の中

でも、子どもの権利条約やこども基本法のこととか、知らない人は恥ずかしながらたくさん

います。こどもたちに教師が「あなたたちにはこういう権利があるんだよ」っていうことを

きちんと伝えていかなきゃいけないと思いますので、ぜひ、こどもだけではなく、大人たち、

そして教員とか、そういうこどもたちと関わる人たちにも、たくさんの人たちに知ってもら

いたいなと思いますので、ぜひお願いいたします。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

貴重なご意見ありがとうございます。我々そのような取組ができるかということを一生

懸命考えてまいりたいと思ってございます。 

 

【川田部会長】 

今、先生の話が出てきたので、関連してなんですけれども、81 ページの辺りから「誕生

から幼児期まで」については、結構具体的にその担い手となる先生方のことが書かれている

んですけれども、小学校以降の先生方の養成・研修とかですね、そういったところの促進と

かについては書かれているところはあるでしょうか。見落としているかもしれません。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

すみません。時間いただいて申し訳ないんですけれど、この就学以降の部分につきまして

も、点在していろんなところに教師の部分が入っておりまして、今確認をしてございますけ

れど、何点かご説明できればと思います。 

 

【川田部会長】 

そうですね。小学校以降のことについても、経済援助の話であるとか、ちょっとそういう

ところもあるように思うんですけれども、その担い手の先生方についてのところがないよ

うな感じがしておりまして、ご存知のように、北海道は非常に先生不足、保育士不足と同じ

ぐらい先生不足でありまして、先生方には心のゆとりが最も重要な基盤ではないかなと考

えると、教育委員会との連携のことにも関わってくるかと思うんですけれども、道として小

学校以降の先生方について、少し考え方が示されているのかなと。 

 

【森子ども政策局長】 

この計画の中にどのように書き込めているか探してみますけれども、同じ道が定めてい
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る、教育大綱というのがございまして、「学び」と「育ち」の連携ということを今、改訂作

業を進めているところでございます。そちらでは、幼少期のこどもについても触れるんです

けれども、どちらかというと教育大綱という名前ですので、学校にあがってからのこどもた

ちの発達、育ち、学びとか、教職員に関しても、触れてございまして、そちらでも、教員不

足ということ、それから教職員に求められるこどもまんなかに向けての視点、そういったも

のを書き込むということになっております。道全体としては、このこども計画以外にそうい

った視点で触れている大綱がこのあとできることになると思いますので、そういったもの

と連携していくという文言を書かせていただくというようなことを考えたいと思います。 

 

【川田部会長】 

そうですね。直接、この今回のこども計画に入りきらない部分につきましても、関連する

大綱等との連携関係を記載していただく形で参照できるようにしていただけると、良いの

ではないと思いました。ありがとうございます。そのほかございませんか。 

 

【山田委員】 

山田でございます。先ほど計画のタイトルについてもここで議論という話をいただきま

した。ずっとシンプルな北海道こども計画というタイトルできているんですけれども、やは

りタイトルというのは「名は体を表す」ということで、何をしたい、何をしようとしている

計画なのかっていうのがわかるタイトルがいいのではないかなと思いました。 

下の方にこもりんの上にサブタイトルのように「こどもまんなか社会実現のために」と書

いてありますが、これが目的ということだと思うんですけれども、例えば、「北海道こども

まんなか社会実現計画」とかですね、見ればそういう計画なんだとわかるようなタイトルに

してはどうかなというふうに思いました。というのが一つです。 

もう一つは、具体的な施策の中身になってしまうかもしれないんですが、前回の部会の中

で給食が貧困になっているんじゃないかという意見が出ていたかと思います。昨今の物価

の上昇の影響によって、食材も非常に高くなってきていると思います。こどもの貧困対策の

一環として、やはり学校の給食で、充実した食を提供するというのは非常に重要なことなの

かなと、思っておりまして、そのあたりの施策がどこに記載されているのかというところを

伺いたいと思いました。よろしくお願いします。 

こどもの貧困対策の中にあるのかなと思って私も見ていたんですけど見つけられなかっ

た。もし、ないようでしたら入れていただきたいなと思った次第です。 

本当、私の高校にも給食っていうことをずっと言ってるんですけど、やっぱり、こどもが

健康に成長するというところ、食が非常に大事だと思いますので、家庭で十分提供されない

こどももいるっていうところを考えると、ぜひ学校で少なくとも一食充実した食事をとい

うところは北海道の施策の中に入れていただきたいと思っています。 
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【久保課長補佐】 

具体的に学校給食とはなっていないんですが、98 ページの方に、「その他の教育支援」と

いたしまして、「食事や支援が必要なこどもに対して、食事や体験等を提供する機会を設け

ることに努めます。」と書いてありますが、ご意見踏まえまして、計画の方も検討させてい

ただきたいと思います。 

 

【山田委員】 

 よろしくお願いいたします。計画のタイトルの方はいかがでしょうか。いろいろご検討の

末、このシンプルな名前がついたのか。それともまだ検討の余地があるのか、具体的にいか

がでしょうか。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

ありがとうございます。我々今回、仮称でお示しをしている北海道こども計画、実態とし

て他県の計画も同じようにつくっているものですから、どのような名前をつけるのかなと

いうことで調査をした中で、他県さんでも、半分ちょっとのところは、都道府県名がついて

「こども計画」というような形でつくられているところが、調査の中では半分以上がこのよ

うな形ですので、我々としては仮称として「北海道こども計画」。なぜこども計画かという

と元々つくることになっているのが、こども基本法で都道府県こども計画というものを策

定するよう都道府県は求められているものですから、北海道のこども計画ということが法

律にも沿った名前ですので、わかりやすいかなと思ってお示ししたところでございます。 

その中で委員からも今、ご意見いただきましたので、併せて検討させていただければと思

っております。 

 

【川田部会長】 

 明石委員。 

 

【明石委員】 

 明石です。質問です。85 ページの⑨「多様な遊びや体験活躍できる機会づくり」につい

て伺います。３番目の「道徳教育、ふるさと教育、読書活動などを通じて、基本的な倫理観

を育む」という項目の中で、「ゲームなどへの過度な依存は、食事や睡眠の時間が削られる」

とあり、学校教育における指導の充実に努めると記載されています。この点について、家庭

教育の役割も非常に重要だと考えますが、現状、家庭教育の取り組みも含まれているのでし

ょうか。それとも学校教育が主な対応として想定されていますか。どちらも含めて取り組む

べきではないかと感じていますが、ご見解をお聞かせください。 
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【久保課長補佐】 

 今のお話、教育さん何か答えられますか。 

 

【北海道教育委員会教育政策課 佐々木課長補佐】 

ここに記載されている道徳教育、ふるさと教育、読書活動というのは、当然、教育推進計

画でも進めているところですので、学校教育において行うものとして期待されているもの

ですけれども、この家庭教育の中でも、読書は重要になってくるものと思いますので、この

後、表現の仕方については、もう少し検討させていただければと思います。 

 

【明石委員】 

ありがとうございます。家庭教育も含まれるかもしれないということの理解でいいです

ね。わかりました。 

 

【川田部会長】 

そのほか、いかがでしょうか。 

 

【菊地委員】 

菊地です。先ほど私が質問したところとちょっと重なってくるんですけれども、こどもの

権利の周知・擁護っていう部分で、こどもの人権にかかわってなんですけれども、そのあた

りについては、この計画の中でどの部分に記載されているのかなと思ったんですけれども、

権利の周知の部分については先ほど出てたと思うんですが、人権侵害に対応して相談する

機関など云々というところで今朝の朝刊にいじめのこと出てたと思うんですけれども、そ

ういうことを相談する機関のこととか、そういうことについてはどちらの方に書かれてい

るのか教えていただきたいと思います。 

 

【久保課長補佐】 

計画の中の相談体制の部分については、73 ページの方でこどもの権利の関係を記載して

おりますが、（１）の丸の三つ目、「こどもの権利に関する相談対応の推進」こちらの方で、

相談対応できる支援体制の充実を図るという計画の内容で、既存の相談体制、そういった部

分も含めて周知等、充実を図ってまいりたいと考えているところでございます。 

 

【菊地委員】 

書いてある部分についてはわかりました。なかなか、こういういじめがなくならないって

いうのは、自分が教員という立場で相談してくれたら対応するよっていうところもあるん

ですけれども、対応しきれていないっていうところも多々見受けられるのが実情かなって

いうふうに感じます。ぜひ、そういう機関を学校だけとか、おうちだけじゃなくて様々な機
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関を設けていただけるといいのかなというふうに思いますので、意見として述べておきた

いと思います。以上です。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

ありがとうございます。ちなみにですね、資料 76 ページになりますけれども、その中で

④としまして、いじめ防止ということで項を立てまして、ここのところで、いじめに関する

取組というものも進めていきますということも、今回、計画に載せていただきたいと思って

ございますので、参考までにご報告します。 

 

【菊地委員】 

 ありがとうございます。 

 

【川田部会長】 

いかがでしょうか。高木委員お願いします。 

 

【高木委員】 

どこかのページに、保育士の魅力を発信していくというところがあったと思うんですけ

れども、僕、先月、保育士試験を受けまして、記念受験みたい形なんですけど、僕が受ける

と言ったら周りの３人ぐらいの学生が受けるって言ってくれて、その受けるってなった理

由は、９科目通せば、６割取れば、ほぼ保育士合格って感じで、それって１回落ちても良く

て、１回受かった科目は３年間有効で、次は落ちたやつだけ取ればいいっていう、結構、合

格しやすいルールで、そういう取りやすさ、保育士資格なんか難しそうだけど、取りやすい

んだよという情報を若者にもっと届けた方が人材確保につながるんじゃないかなと思いま

した。 

 

【中村子ども成育支援担当課長】 

ご意見どうもありがとうございます。保育士確保については、前回もお話したかもしれま

せんが、これから予想される多様なニーズに対応した、いろいろな子育て施策を進めていく

上で大変重要な職種であると思っておりまして、保育士をしっかり確保するっていうのは

喫緊の課題だと思っております。 

計画の中でも、魅力発信というところが最近注目されているところですので、その辺も、

なかなか中学、高校の時点で保育士を目指す人が非常に少なくなっているという現実もわ

かってきておりまして、養成校の定員なんかも道内どんどん減っていっている状況があり

ますので、その辺、小学校のうちはやりたいと思う人が結構多い職種らしいんですけれど、

しっかりなり手を増やしていくというところも取り組んでいきたいと思っております。 
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【川田部会長】 

 ありがとうございました。そのほか、いかがでしょうか。明石委員お願いします。 

 

【明石委員】 

明石です。目標設定項目のところに関しても質問してよろしいでしょうか。60 ページの

目標設定項目の推進状況に関しまして、ひとり親家庭のこどもの就園率(保育所・幼稚園)の

ところなんですけれども、この 88.2%というのは、希望された方の中から 88%が実績なん

でしょうか。となりますと、令和６年度の目標値は現状値を維持というところで、現時点で

就園を希望しても就園できない方が一定数存在する状況なのでしょうか。 

ひとり親のご家庭の方って、お子様を預けないと働けないなどのお困りごとがあるんじ

ゃないのかなと思っているのですが、現状を維持して、就園を希望しても就園できない方が

いらっしゃらないのかが疑問でした。 

また、そこから５行目下のところにもう一度、ひとり親家庭のこどもの就園率っていうの

が入っていて、この上の方には達成率が空欄なのですが、下の方に 97.5%となっているんで

すね。２個入っているのはどちらの数値が正しいのでしょうか、もしくは年度が違うのでし

ょうか。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

すいません。おっしゃる通りで、同じ内容と思われるものが二つ入っています。ここは確

認させていただければと思ってございます。すいません。 

 

【明石委員】 

はい。わかりました。あと意見なんですけれども、先ほど保育士の魅力発信の話がありま

したが、先日、保育士の養成学校を視察に行ってきたんですけれども、今の保育士の皆さん

どんどん年収も上がっているっていうところが実は知られていなくって、学校の見学に来

た皆さんが年収の案内をすると驚くっていうのを先生たちから聞きまして、こういった具

体的な年収とかそういう話って職を希望される方には重要なことになろうかと思いますの

でそういったところも発信できていったらいいんじゃないかなと思いました。 

 

【中村子ども成育支援担当課長】 

ありがとうございます。魅力発信、なかなか道として取り組めていなかったところですの

で、今回計画にも「魅力発信」という言葉を新しく掲載させていただきました。どうしても

報道されるところはネガティブなところがたくさん報道されて、保育士って大変な仕事だ

というところが強調されるんですが、今委員の方からお話があったように、給与も非常に上

がってきている状況ですので、あとちょっと、休みやすい職場づくりなどのその働き方改革

っていうところも必要な部分でもあります。今、トータルでいろいろ取り組めているところ
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を発信していければ。計画の方に盛り込んで推進していきたいと考えております。 

 

【明石委員】 

ありがとうございます。 

 

【川田部会長】 

すいません、今の 60 ページの表のところなんですけれども、ひとり親家庭のこどもの就

園率なんですが、０歳から就学まで全部含めてですよね。そうですよね。5 歳児就園率です

か。パーセンテージを見ると５歳児就園率かなと思うんですけれど。知りたいんですけれど。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

申し訳ありません。今、手持ちに詳細のデータがなくて、今すぐお答えするのが難しい状

況でございまして。追って、ご回答させていただければと思ってございます。 

 

【川田部会長】 

そこに関わってなんですけれども、OECD とか、EU なんか指標もですね、３歳未満児の

就園率と３歳以上児の就園率を分けて、数値目標をつくっているんですね。当然ながら３歳

以上児っていうのは高いわけですけれども、３歳未満児を上げていくっていうことが、今

OECD、EU、いずれも非常に高い目標値を掲げています。それはなぜかというと、やはり

その段階までに、家族がひとり親であろうが、そうでなかろうがですね、ほかの保育施設な

どにつながるっていうことが、虐待防止とか、貧困の連鎖を断ち切ることとか、就学後のそ

のこどもの適応の良さとか、全ての指標で大きなファクターなので、３歳未満児の就園率が

どうかっていうのは結構重要なデータになってくるかと思いますので、ぜひご検討いただ

けたらと思います。よろしくお願いします。 

今、口を開いたついでで申し訳ないんですけれども、第 2 のところでですね、こどもを取

り巻く現状についての中身が触れてありますけど、ここがとても重要な部分でして、現状が

どうであるかっていうことを分析の上に、計画が立てられていることになるかと思います。 

いろいろデータを載せていただいているところなんですけれども、ぜひご検討いただき

たいのは、道庁さんも一緒に北大の私どもと連携して、2016 年から 17 年にかけて、また、

2021 年から 22 年にかけ５年に一度行っている、こどもの生活実態調査というものがござ

います。それぞれの調査、第一次、第二次まで行っておりますけど、それぞれで全道 3 万世

帯の２歳児から高校２年生までの世帯のデータを取っておりまして、これは全国に類例が

ない規模です。なので、元々こどもの貧困対策、貧困計画を立てるための基礎調査としての

意味合いを一番持たせて、共同調査、札幌市さんも一緒やっておりますが、かなりこどもの

生活実態また、子育て親たちの現状を網羅する質問項目になっておりますので、ぜひご活用

できそうなところは取り入れていただいて、現状分析に使っていただけるといいのかなと
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思いまして、よろしくお願いいたします。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

ありがとうございます。ご協力いただきながら調査したデータ、調査結果については大変

重要な内容を示していると思いますので、どういうものを盛り込めるかということは検討

させていただきたいと思ってございます。 

 

【川田部会長】 

 そのほか、いかがでしょう。たくさんありますので、なかなか一度に難しいんですけれど。

よろしいですか。心残りはないでしょうか。次、もう一度あるんでしたっけ。 

 

【久保課長補佐】 

本日、ご審議いただいたあと、素案として道議会に報告する予定としておりまして、その

後パブリックコメントになるんですが、それを受けて、次は案を作成する段階でもう一度、

部会の皆様に集まっていただき、ご審議いただきたいと考えております。 

 

【川田部会長】 

次は案になるということですね。よろしいでしょうか。 

では、予定されていた議事はこれで終了となりますが、事務局・委員の方からなにかご発

言等ございますでしょうか。とよろしいでしょうか。それでは本日の議事を終了したいと思

います。進行は事務局にお返しいたします。 

 

≪閉 会≫ 

 

【久保課長補佐】 

川田部会長、委員の皆様におかれましては、長い時間お疲れ様でございました。第４回の

こども施策部会の開催につきましては、１月 20 日の週を予定しております。また日程調整

等させていただきますが、引き続き、よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、これをもちまして、令和６年度第３回北海道こども施策審議会こども施策部会

閉会させていただきます。委員の皆様、本日はありがとうございました。 

（以上） 


